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最近我々は、個々の原子から様々なナノクラスターを室温で組み立てる手法について報告

した[1]。これは、STM や AFM による原子操作の一種である[2]。Si(111)-(77)表面の上に Au

原子などを吸着させると、吸着原子は熱拡散するが、ハーフユニットセル（HUC）内に閉じ

込められるということが知られている[3]。したがって、77 表面では、HUC というナノスペ

ースが配列しているとみなせる。探針を 2 つの HUC の境界に近づけることによって、吸着原

子を隣の HUC に移動させることができる（下図 a）。この原子移動は、Au, Ag, Pb, Sn, Si の原

子で同様に行える。下図 b-c に、Au 単原子の操作の例を示す。下図 b の STM 像には、3 つの

明るい HUC がある。これは、Au の単原子が HUC に閉じ込められて拡散していることを意味

する。そのうち 1 つの HUC の近くの×印の位置に探針を近づけると、Au 原子が操作され、

左の HUC に移動した（下図 c）。このような原子操作は STM でも AFM でも行うことができ

る。今回、原子操作中のそれぞれの測定量を調べることによって、操作される吸着原子の振

る舞いについて報告する。下図 d に示すように、AFM を用いると探針と吸着原子との間の相

互作用力を見積もることができる。その結果、この原子操作は、探針との相互作用力によっ

て引き起こされることが明らかとなった。さらに、吸着原子の動的振る舞いに由来するエネ

ルギー散逸が観測されたので、その機構についても報告する。 
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